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新実験場地上設備について

斎藤成文・吉山 巌・高　中　泓　澄

1．　まえがき

　観測ロケッbの飛躍的性能向上に伴い，7力年の長き

にわたり．ロケット飛しょう案験を行なってきた秋田県

道川実験場も限界に達したため，昭和36年4月鹿児励

県大隅半鴎の内之浦町南方長坪の山林が選定され，ここ

に新実験場を建設する計画が進められ，SE研究委員会

の中に新しく　KC（Kagoshirna　Constructien），　KE（Ka－

gesbima　lkuiprnent｝の二つの研究委員会が設けられ，

KC研究委員会は主として新実験場の整地，道路・建物

の計画，KE研究委員会は主として笑験場内の地上設備

の翫画を行ない，両者一体となって新契験場の完成にあ

たることになった．新実験場の計画は昭和37，38年度

2ヵ年にわたるものであるため，地上設備もいまだ未完

成であり，設備機器もごく一郎しか作動でぎない状況で

あり．また紙数に制限があるので地上設備の詳細につい

ては次回に述べることとし，以下にKE研究委艮会が企

薗した「東京大学鹿児島宇宙空閃観測所」の設備計面に

ついて，その概要を記し大方のご参考に資したいと考え

る．

2．K回研究委員会の股備計画

昭和36年4月新実験場決定と同時にSE幹事会で毬

々構想が練られ，各建物の位置，坪猶，構造，整地面積，

道路，水源池，観測機器の位置，建物内部の機構，借地

などについて険討された．その結熟整地，道蹟．水源

池などにつLlては丸安教授が，建物内部の発射装置機構

については筆考等がそれぞれ担当し，企画立案すること

になった

昭和36年10月箭述のようにKC，　KE研究委貝会

n：設けられ，第1回KE委員会を昭和37年1月囲催し

てから発射機構，搭載機器関係および付属装置などに関

する打合せを行なうこと十数回一またKC，　K£合同委員

会を薮回行ts　L・KE研究委員会の計画案をまとめ，　SE

辱事会の承詔を得て計画を進めることになった．計画の

おもなものとしては発射管制装置，有纏電話装置，熊線

逮結装置，気象図受画装置，拡置装麗，ITV装置，工事

薦係としては各述物内の機謡を運絡するためのケーブル

布設工事および電力工事などで第1次計画（昭和37年

度）・第2次計画（昭和38年度1に分けて計画を進め

ることになった。

3．第1次計画

　第工次計画は主としてコントロールセンター（司令所）

とロケフトセンターの発射管制装置，有線達絡装置，電

力およびケーブル布設工事などに電点をおいたもので大

要つぎのとおりである．

　（1）　発射管制装置

　　　○コントロールセンター

　　　　発射管製盤，撚載機器管剃盤，管制司令卓，電

　　　　源盤，中纏端子函

　　　○テレメータセンター

　　　　憐準時刻発生装置

　　　　中継端子函

　　　○ロケットセンクー

　　　　搭載機器中継卓，中継端子函

　　　　イグナイタ管制盤

　　　　ランチャ管綱盤

　　　　子時計，端子格納函（ランチ午エリヤ）

　　　○計器センター

　　　　子時計，中継端子函

　1．ID　有線電謡速絡装置

　　　○コントロールセンター

　　　　PBXクロスパF－60回線自動交換機

　　　　（交換機にに5回糠の局線が接続され，夜間は

　　　　コントn一ル，テレメータ，計器，受付，レー

　　　　ダ各センターの電謡機と接続）

　　　電謡搬　3台

　　○テレメータセンター

　　　電語機　5台

60回線PBX交換機
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